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横
浜
市
立
大
学
の
活
動
報
告

タ
イ
・
カ
ナ
ダ
か
ら
招
へ
い

量
子
水
素
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
３
年
１
月
14
日
〜
21
日
、
ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ

ャ
タ
ー
ニ
ー
大
学
（
タ
イ
）
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科

大
学
ラ
ー
ト
ク
ラ
バ
ン
校
（
タ
イ
）
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
か
ら
、
大
学
生
、

大
学
院
生
、
教
員
、
計
10
名
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。

◉
研
究
室
で
の
議
論

タ
イ
と
カ
ナ
ダ
か
ら
の
招
へ
い
者
に
、
当
研
究
室

で
用
い
て
い
る
先
端
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
「
最
先
端
マ
ル
チ
ス
ケ

ー
ル
量
子
水
素
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
議
論

を
実
施
し
ま
し
た
。
招
へ
い
者
自
身
に
選
定
し
て
も

ら
っ
た
研
究
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
タ
ン
パ
ク
質
（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
類
縁
体
）
に
お
け
る
水

素
／
重
水
素
に
よ
る
構
造
変
化
②
金
属
表
面
に
お
け

る
水
素
分
子
吸
着
機
構
③
電
子
励
起
状
態
に
お
け
る

水
素
移
動
反
応
機
構
④
ア
ミ
ノ
酸
生
成
に
お
け
る
水

素
／
重
水
素
効
果

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
最
先
端
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
当
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

招
へ
い
者
は
、
特
に
当
研
究
室
で
の
先
端
的
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
で
あ
る
、
経
路
積
分
分
子
動

力
学
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
法
や
多
成
分
分
子
軌
道
（
Ｍ
Ｃ

Ｍ
Ｏ
）
法
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
理
論
や
実
際
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
熱
い
議
論
は
昼
食
休
憩
等
の
間
も
途
切
れ
ず
、

一
日
を
通
し
て
深
い
国
際
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
研
究
交
流
の
場
は
、
異
な

る
専
門
領
域
や
文
化
を
持
つ
研
究
者
同
士
が
交
流
す

る
こ
と
で
、
そ
の
研
究
領
域
の
さ
ら
な
る
発
展
や
、

共
同
研
究
の
発
足
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
今
回
の
議
論
は
、
国
際
的
な
研
究
交
流
に
お
い

て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
し
た
。

◉
日
本
文
化
体
験

横
浜
市
大
か
ら
近
距
離
で
あ
る
鎌
倉
を
訪
問
し
、

歴
史
的
な
史
跡
を
巡
り
な
が
ら
、
日
本
の
仏
教
文
化

と
豊
か
な
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大

仏
、
長
谷
寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
見
学
を
行
う
こ
と
で
、

日
本
の
精
神
文
化
と
歴
史
的
背
景
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
特
有
の
習
慣
で
あ
る
お
み
く
じ
を
引

く
な
ど
、
参
加
者
に
日
本
文
化
の
一
面
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
文
化
の
面
で
は
、
小
町
通
り

で
食
べ
歩
き
を
楽
し
み
、
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
や
練
り
物
、

寿
司
な
ど
、
日
本
の
多
様
な
食
べ
物
を
味
わ
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
食
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
で
あ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
記
憶
に
残
る
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
着
物
レ
ン
タ
ル
と
着
付
け
を
体
験
し
、

日
本
の
伝
統
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
古
都
鎌
倉
の
街

を
散
策
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
生
活
様
式

と
美
意
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
量
子
化
学
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

量
子
化
学
に
よ
る
国
際
的
な
交
流
を
も
つ
た
め
、

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
410
回

＝
特
別
連
載
＝

立川	仁典
（横浜市立大学	大学院
生命ナノシステム科学研究科
物質システム科学専攻教授）
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「
第
８
回
量
子
化
学
国
際
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
タ

イ
・
カ
ナ
ダ
の
学
生
、
教
授
の
方
々
に
講
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
大
学
や
、
岐
阜

大
学
、
茨
城
大
学
か
ら
の
国
内
招
待
講
演
者
の
方
々

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
者
の
口
頭

発
表
は
、
量
子
化
学
の
世
界
で
最
先
端
研
究
を
取
り

扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
質
疑
応
答
時
間
の
み
な
ら
ず
、

休
憩
中
に
も
日
本
人
と
タ
イ
人
、
カ
ナ
ダ
人
を
交
え

た
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
研
究

室
と
繋
が
り
の
深
い
企
業
も
参
画
し
、
日
本
の
産
業

界
に
お
け
る
計
算
科
学
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
タ
イ
・
カ
ナ
ダ
、
日
本
国
内
の
い
く

つ
か
の
大
学
・
産
業
界
の
方
々
と
多
く
の
参
加
者
に

よ
り
、
非
常
に
多
角
的
な
視
点
か
ら
量
子
化
学
、
計

算
科
学
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
と

て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
さ
ら
な

る
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
日
本
と
タ
イ
・
カ
ナ
ダ
と
の
間
で
の

量
子
化
学
に
よ
る
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作

り
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
研
究
交
流
の

目
的
・
趣
旨
に
対
し
て
大
変
効
果
的
で
し
た
。

◉
今
後
の
展
望

我
々
の
研
究
室
で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
計
７

回
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ

Ｐ
）
」
に
継
続
的
に
採
択
い
た
だ
き
、
タ
イ
王
国
に

お
け
る
先
進
４
大
学
の
量
子
化
学
グ
ル
ー
プ
か
ら
30

名
以
上
の
学
生
・
若
手
研
究
者
を
招
へ
い
し
た
実
績

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を
契
機
に
、
横
浜
市

立
大
学
と
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
、
ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ
ャ
タ

ー
ニ
ー
大
学
と
の
間
で
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ

の
卒
業
生
５
名
を
、
科
研
費
な
ど
の
別
予
算
に
て
短

期
留
学
生
と
し
て
当
研
究
室
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
国
際
共
同
研
究
を
や
り
遂
げ
、
複
数

の
学
会
・
共
著
論
文
を
報
告
し
、
そ
の
中
の
最
優
秀

な
１
名
は
、
２
０
２
１
年
に
本
学
特
任
助
教
の
内
定

を
勝
ち
取
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
（
当
該
者
は
、
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
再
来
日
が
叶
わ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度

の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
、
タ
イ
側
の

「
教
員
」
と
し
て
横
浜
市

大
に
招
へ
い
し
ま
す
）
。

後
日
談
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
７
月
末
、
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
に
お
い
て
量
子
化

学
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

当
方
が
招
待
講
演
で
、
学

生
３
名
が
ポ
ス
タ
ー
発
表

で
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
共
同

研
究
内
容
の
一
部
を
報
告

し
ま
し
た
。
当
研
究
室
３

名
の
学
生
全
員
が
、
ポ
ス

タ
ー
賞
受
賞
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
こ
れ
は
指

導
教
員
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
実
施
責
任

者
と
し
て
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
構
築

し
て
き
た
日
タ
イ
間
で
の

国
際
共
同
研
究
成
果
や
国

際
交
流
基
盤
を
活
用
し
、

２
〜
３
カ
月
程
度
の
国
際

共
同
研
究
の
た
め
の
再
招

へ
い
や
、
逆
に
、
日
本
人

学
生
の
タ
イ
先
進
大
学
へ

の
派
遣
も
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
日

タ
イ
間
の
積
極
的
な
人
材

交
流
を
促
し
、
若
手
人
材

同
志
の
関
係
構
築
を
図
り
、

よ
り
強
固
で
持
続
可
能
な

国
際
共
同
研
究
体
制
に
発

展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

量子化学国際ミニワークショップ

タイ・バンコクで開催された量子化学国際会議（2024年7月）

研究室で議論する招へい者ら

鎌倉では史跡などを見て回った




